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舟 は 遡る。 この 高瀬舟の 船尾に は 赤の 枠に 黒で 彩雲 

閣と 奔放に 染め出した フ ラフが 翻って ゐる。 前に 棹 さ 

すの が 一 人、 後に 櫓を榜 ぐの が 一 人、 客 は 私と 案内 役 

の 名 鉄の M 君で ある。 私 は 今日 初めて 明るい 紫紺に 金 

釦の 上衣 を 引っかけて みた。 藍 鼠の 大柄の ス ボンの、 

この ゴルフの 服 は 些か 華美 過ぎ て 市中 は 歩かれな かつ 

た。 だが、 この 鮮麗な 大河の 風 色と 熾烈な 日光の 中で 

は 決して 不調和で はない。 私 は 南国の 大きい 水禽の や 

うに 碧 流 を 遡る の だ。 



色彩が 畸形な 三角の 旅館と 白い 大 鉄橋 風景の 右 抉に 仕 

切られる。 鉄橋 を 潜る と、 左が 石頭 山、 俗に 城 山で あ 

る。 その 洞門の うがたれ つつ ある 巌 壁の 前に は 黄の 

むしろ 

菰筵、 バラック、 鶴嘴、 印半纏、 小舟が 一 ニ艘、 爆音、 

爆音、 爆音で ある。 

せりもち 

と、 それから、 人造 石の 樺と 白との 迫持 や 角柱ば か 

し 目だった、 俗悪な 無用の 贅を 凝らした 大洋 館が あた 

りの 均斉 を 突如と して 破って 見えて 来る。 

「や、 あれ はなんで す。」 

二 ^都の モス リン 会社の 別荘で ご と M 君が 枝豆 をつ 

ゝ o 

力む 



烏帽子 岩、 風 戻、 大 梯子、 そこで この 犬 帰の 石 門、 

遮 陽 石と いふの ださうな。 

「ほれ、 あの 屋根が 鳥瞰図 を 描く Y さんのお 宅です 

よご 

幽邃な 繁り である。 蟬、 蟬、 蟬。 つくつ くほうし。 

「この 高い 山 は ご 

つがの を やま 

「継 鹿 尾 山、 寂光院 とい ふ 寺が あります。 不老の 滝と 

いふの もあります が 下って 御覧になります かご 

「いや、 ぐんぐん のぼらう ご 

風が 涼しい。 潭は 澄み、 碧 流 は 渦巻く。 紫紺の 水禽 

は 遡る、 遡る。 



皮、 波、 皮、 波、 皮、 波、 

「爽快々々 ご 

「富 士ケ 瀬です ご 

すばらしい 飛沫、 飛沫、 飛沫。 奔流しつつ、 飛躍し 

つ つ、 擾乱しつつ だ。 

一 面淙々 たり。 

「や ご 

「赤 岩です ご と M 君。 

まさしく 瑠璃の、 群青の 深潭 を 擁して、 赤褐色の 奇 

巌の 群々 がく わつ と 反射した ところで、 しんしんと 沁 



は あらず もがな である。 色 を 観、 形 を 観、 しかして 奇 

をのの 

に 驚き、 神悸 〔# ルビの 「をのの」 は 底本で は 「をのむ 匕 

き、 気 眩すべし である。 

拙 堂 も 観た 五色 岩 こそ はまた 光彩 陸離と して 衆人の 

眼 を 奪 ふ もので あらう か。 

ただ 私の 見たところ では、 この 蘇川峡 のみ を 以てす 

どろ は つち やう 

れば、 その 岩 相の 奇峭は 豊の耶 馬渓、 紀の瀞 八丁、 信 

の 天 竜峡に 及ばず、 その 水流の 急なる こと 肥の 球 磨 川 

に 如かず、 激湍 はまた 筑 後川の 或個処 にも 劣る ものが 

ある。 これ 以上の 大江 として はまた 利根 川が ある。 た 

だ この 川の かれらに 遙に 超えた 所以 は 変幻 極まりなき 



河川と しての 綜合 美と、 白 帝 城の 風致と、 交通に 利便 

であって 近代の 文化的 施設の 余裕 多き 事で あらう。 原 

始的 にして また 未来の 風景が この 水に ある。 

舟 は翠嶂 山の 下、 深 沈と した 碧潭に 来て、 その 棹 を 

留めた。 清閑に して また 飄々 として ゐる。 巉峭の 樹林 

に は 野猿が 啼き、 時には 出で て 現れて 遊ぶ さう である。 

私 は 舟より 上って、 と ある 巌頭に 攣ぢ のぼった。 

蓋し 天女 y J ^ J に 嘆き、 清軀鶴 の) J とき 黄 巾の 道士が 

来って、 ひそかに 舟 を 煉リ金 を鍊る その 深 妙 境 を ここ 

に 夢み て、 或は 遊 仙 ヶ岡と 名づ けられた もので あらう。 

遺憾な の は 「これより 上へ はどうしても 今日はの ぼ 



れ ませんで ご と 舟人 はまた 棹 を いっぱいに 岩に 当て 

て 張り切つ たこと である。 

たちまち 舟 は 矢の やうに 下る。 

千里の 江 陵 一 日に かへ る。 

おお 隆坊 はどうして ゐる。 
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自動車 は駛 る。 

犬 山の 町長さん は 若い 白面の 瀟洒な 背広 服の 紳士で 

あった。 白 帝 園 は カン ッリ— • クラブの 大食 堂で 私た 



めて 一礼す ると、 車上の 人と なった。 雀のお 宿の 素 峰 

子 は 昨日の 朝から 激しい 胃痙攣で 顔色が 無かった。 今 

日 も 案内が おぼつかな いので、 犬 山 橋 駅に 廻って、 赤 

い 腕章の 旅客 課の 制帽 君の 同乗 をた のむ ことにした。 

自動車 は駛 る。 鉄橋 を 北へ、 まっしぐらに 駛 つて 行 

く。 と、 ちらっと、 白 帝 城と 夕 暮富士 とが 眼 を 掠める _ 

きの ふの 夕 焼 は 実によ かった と 思 ふ。 その 返照 はい 

つまで も 透明な 黄の 霞んだ 青磁 や 水 浅葱 の 西の 空に、 

紅く 紅く 地平の 積 巻雲 を 燃え立た せた。 さう して 紫ば 

んで 来た 秀麗な 夕 暮富士 の 上に 引き はへ た 吹き 流 し 形 

の、 天蓋の、 華鬟 の、 金襴の 帯の、 雲の 幾 流れ は、 緋 



吹 山の気 流の 関係で、 この 日本 ラインに のみ 恵まれた 

雲と 夕日の 季節の 祭で ある。 

私たちの 軽舟 は 急流に 乗って、 まだ 大円 日の 金の 光 

輝が 十 方に 放射す る、 その 夕 焼の 真近 を またたく 間に 

走り 下って 来た。 さう して 白 帝 城下の 名 も 彩雲 閣の河 

と もづ な 

原に 錨 を 下ろし、 纜 を もやった のであった。 と、 名 

古屋 から 電話が かか つ て ゐて隆 太 郎の母 は 直ぐに も 見 

える 害 だとい ふこと であった。 それが 今日は 生憎 早暁 

からの 曇と なった。 四方の 雨 も 霧と 微々 たる I 卞と はし 

きりに 私の 旅情 を そそった。 宿酔の 疲れ も 湿って 来た。 

この 六日 は 下の 河原で 年に 一 度の 花火の 大会が ある 



や 沿岸 を 離れて 桑畑と 雌 松の 林間に 入る。 農家が ある。 

鳳仙花 や 百日草が 咲き、 村の 子が 遊び、 鶏が けけ つ こ 

つ こっこつ である。 高原の 感じで ある。 

-、 .ift -、 大、 大、 

私 和 私 v# 

太 田の 宿に は ひる。 右に 折れて 鉄橋 を 渡れば、 対岸 

いまわた リ ど た 

の 今 渡から 土 田へ 行ける の だが、 それが ライン 遊 園 

地への 最も 近い 順路で あるの だが、 私 は 真つ 直に ぐん 

ぐん 駛ら せる。 なるべく 上流へ 出て 迂回し ようと 思つ 

たので ある。 

ストップ！ 古 井の 白い 鉄橋の 上で、 私 は 驚いて 自 

動 車 を 飛び降りた。 その 相 迫った 峡谷の 翠の 深さ、 水 



ぼつり だ。 

氺 

大洞可 児 合 は 蘇 川 中の 一 大難 所で ある。 その 本流と 

可 児 川の 合する ところ、 急奔 し、 衝突し、 抱 合し、 反 

※ 〔# 「て へん + 発」、 ル上ゼ する 余勢 は、 一旦、 一大 

鉄 城の ごとく 峭 立し 突出す る 黒褐の 岩石 層の 絶壁に 殺 

到し、 遮断され て、 水 は 水と 撃ち、 力 は 力と 抗ひ、 波 

は 岩 を、 岩 は 波 を嚙ん で、 ここに 囂々、 淙々 の 音 を 成 

しつつ 再び 変圧し、 転 廻し、 捲 縢し、 擾乱す る 豪快 無 



「ほう、 あれが 乙女の 滝 かね ご その 滝 は 左の 緑 蔭から 

懸 つて あまりに 幽かな 水の 線、 線、 線、 であった。 

うづく ま 

右に 蹲 るの が ライオン 岩、 深巌 とした 赭黒 である。 

と、 舟 は 直ちに 遊 仙 ヶ岡の 碧潭 にさし かかる。 

その 仙境 を 離れる と、 流れ はいよ いよ 急で ある。 昨 

日に 比して 少 からず 減じた 水量の ために 河 中の 巌 とい 

ふ巌 は、 ことごとく 高く 高く 驩り 上って、 重 積した 横 

の、 斜めの 斧 劈 も 露 はに 千状万態の 奇景を 眼前に 聳立 

せしめて、 しかも 雨後の I 卞は燦 々と 所在の 岩角、 洞門 

こま 

のうち 響きう ち 響き、 降る かとば かりに 滾れ しきる。 

河峡 はいよ いよ 狭く、 流れ はいよ いよ 急に、 舟は危 



底本" 「現代 日本 紀行文 学 全集 中部 日本 編」 ほる ぷ出 

版 

1976 (昭和お) 年 8 月 ー 日 初版 発行 

初出 ： 「東京 日日 新聞」 「大阪 毎日 新聞」 

1927 (昭和 2) 年 7 月 

※初出 紙に 「木曾川」 と 題して 連載した ものの 一 部で 

ある 旨が、 底本の 巻末に 記載され ている。 

※底本の 「馬 + 央」 (九 箇所) は、 「駛」 に 置き換え ま 

した。 

※疑問 箇所の 確認に あたって は、 「白 秋 全集 ^」 岩波 

書店、 19 86 (昭和 S) 年 7 月 7 日 発行 を 参照し ま 



した。 

入力： 林 幸 雄 

校正 ： 浅 原庸子 

2 00 4年5月：^曰作成 

2007 年 9 弓 6 日资正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



